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統合失調症における視覚表象の形成 と経過に関する精神病理学的研究

内容の要旨

森 本

 「頭 の中に映像が浮かぶ」とい う視覚表象を訴える統合失調症患

者 を臨床的に調査 し、その内容、形式、形成 と経過、他の症状との

関連 を精神病理学的に検討 した。対象は35例(男 性21例 、女性14

例)のICD-10の 統合失調症診断基準を満たした患者で、平均年齢は

35.0±13,6歳、統合失調症 と診断 された平均年齢は22.0±5.3歳であっ

た。35例 においてJaspersの記述現象学的方法論を用いて症状を抽出

し、同一症例に見られた複数のエピソー ドを含め、70の 視覚表象エ

ピソー ドが得 られた。視覚表象の初回出現時の年齢は平均21.7±11.3

歳 で、統合失調症の診断基準を満たす前に視覚表象が出現 していた

ものが35例 中16例(45.7%)あ った。視覚表象の持続期間は1日 で

消退したものから内容や形式が変遷 しながら33年 間ほぼ連 日持続 し

ているものまで多様であった。

 視覚表象の内容や形式には経過 とともに変化がみられ、大きく3

つ の類型に分類 して検討 した。第1型 は、注意が弛緩 しているとき

にひとりでに浮かんできて自分では止められないとい う軽い束縛を

伴 うが、主体にとっては意識に侵入 され る感 じが少なく、内容も他

愛ないものが中心で苦痛が少ない。自生思考が視覚的な感覚性を帯

びた自生体験の可能性が高 く、幻覚などの統合失調症症状に発展 し

うる初期段階の軽い自我障害と考えられた。第II型 は、意識に侵入

され る感 じが強く主体は束縛され、内容 も不快なものが多く、主体

を動揺させ不安にす る。内容が過去の現実に限らず空想的になるこ

ともあるが、自我異質性の強い内容にな りやすい。主体が内容に反

応 して何らかの対処を行 うこともあり、このような主体の反応 も含

めてみると、観念 と行為を併せ持つ強迫症状に近いと考えられた。

第皿型は、意識に侵入される自覚が弱いので出現形式は第1型 と似

ているが、主体が体験の中に取 り込まれてお り、より強く束縛 され

ているといえる。内容は物語的に発展し、願望充足的、さらに荒唐

無稽になることもある。体験に抵抗するのではなく現実への関与を

放棄 して自閉的となる、映像を伴 う空想妄想 と考えられた。

 35例 中23例(65.7%)で 複 数の視覚表象の類型が出現 し、第1

型 、第II型 、第皿型の順に出現す る傾向が指摘でき、逆の順に進展

するものについては治療との関連が推測 された。統合失調症の診断

確定前に視覚表象が出現 していた例が45.7%あ り、視覚表象、特に

より早期に出現する傾向がみられた第1型 の視覚表象には、統合失

調症の早期診断に寄与する可能性があると考えられ、今後多数例に

おける調査 ・検討が必要と思われた。

 視 覚表象の類型の変遷には、言語幻聴に代表される統合失調症の

幻覚の変遷や、経過 とともに自我異質的なものから自我親和的なも

のへ と変化する統合失調症症状の変遷 と類似があり、視覚表象は自

我の障害を基盤 として、その進展に応 じて変遷する視覚領域の仮性

幻覚であると考えられた。

陽 子

論文審査の要旨

 本 論文は、統合失調症における視覚表象について、その内容、形

式、形成 と経過、他の症状との関連 を精神病理学的に検討 したもの

である。Jaspersの記 述現象学的方法論 を用いて症状を抽出し、視覚

表象を有する統合失調症患者35例 において70の 視覚表象エピソー ド

を得た。視覚表象は自生的な第1型 、強迫的な第H型 、空想的な第

皿型 に分けることができ、おおむねこの順 に経過すると考えられ

た。逆の順に進展す るものについては、治療 との関連が推測 され

た。また統合失調症の診断確定前に視覚表象が出現 していた例があ

ることからは、視覚表象には統合失調症の早期診断に寄与する可能

性があると考えられた。視覚表象の病型の変遷には、言語幻聴に代

表される統合失調症の幻覚の変遷や、経過 とともに自我異質的なも

のか ら自我親和的なものへ と変化する妄想などの統合失調症症状の

変遷 と類似があり、視覚表象は自我の障害の進展に応 じて変遷する

視覚領域の仮性幻覚であると考えられた。

 審査では、まず視覚表象の定義について、幻視との違いの確認が

なされた。視覚表象が統合失調症の特定の下位分類に出現す る傾向

について質問され、そのよ うな傾向は見られていないと回答 され

た。著者が検討 した3つ の病型は、ICD-10の 分類 に対応 したものか

については、対応 していないと回答された。第1型 は統合失調症の

発病前に出現すると考えられるかについては、発病 と同時あるいは

発病後に出現したものもあり、すべてが発病前に出現するとは言え

ないと回答 された。病型がひとつの型にとどまる例については、観

察期間が短いこと、および必ず しも全例進展す るとは限らないこと

が理由として考え うると回答 された。視覚表象の浮かび方につい

て、色彩、運動が伴 うと答えられたことに関して、視覚処理の多数

の経路の関与が考 えられるとの指摘 を受けた。脳波所見について

は、異常例はなかったと回答された。次いで外界の実在のものは見

えているのかについて、見えてはいるが注意が向かない と臨床では

訴 えられると回答された。第1型 と白日夢など通常の体験 との差異

については、主体の能動性が希薄になるところが病的であると回答

された。視覚表象に聴覚表象が伴っていても視覚表象であると訴え

られるのは、体験が視覚表象として訴えられやすい傾向に由来する

のではないかとの指摘を受けた。また全体として患者の訴えに依存

している精神科診断の枠組みは将来変わ りうるのではないか、およ

び表象と幻覚 との脳画像検査所見における差異が発見されると興味

深いとい う指摘を受けた。 さらに今後の研究の方向として、PETや

functional MRI等 を用いて、脳機能、脳局在性との関連を探求するべ

きであるとの助言があった。

 以 上のよ うに、本研究はさらに検討 されるべき点を残 している

が、統合失調症の視覚表象について詳細に検討 し、その精神病理学

的意義を明らかにした点で有意義であると評価 された。
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